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著書 ・訳書

K.タ ナ カ 氏 手 記 紹 介 『飛 龍 機 関 長 中 佐 捕 虜 らの 話 』

　　　　　　　　一日系米人強制収容者のjournalか ら=第3部 一

Mr.　 Keinosuke　 Tanaka,　 an　 lssei　 lnternee　 during　 WWll,

　　　　　　　　　　　　　　　　　and　 His　 Journal-Part　 3

一His　 Interview　 with　 Japanese　 Naval　 Of「icers(POWs)一

池田　年穂
Toshiho　 IKEDA

　　Mr.　 Keinosuke　 Tanaka(1885-1964),　 an　intellectUal　 lssei　Japanese　 from　 Yamagata　 Prefecture,　 was

intemed　 in　an　 FBI　 detention　 camp　 and　 then　 was　 placed　 in　a　relocation　 center　 during　 WW　 H.His

lengthy　 but　 interesting　 joumal　 contains　 the　 interviews　 with　 a　couple　 of　POWs　 whom　 he　 met　 at

Lordsburg　 Camp,　 NM.　 In　 this　 article,　 I　introduce　 Mr.　 Keinosuke　 Tanaka,s　 interview　 with　 a

commander(a　 rank　 called　 "Kaigun　 Chusa"in　 Japanese)of　 Japanese　 Navy　 who　 was　 captured　 after

the　battle　 of　Midway,4-7　 June　 l　942.　 A　 few　 officers　 who　 were　 also　 captured　 with　 the　 commander

made　 some　 comments　 in　the　 interview.　 Mr.　 Keinosuke　 Tanaka　 wrote　 his　joumal　 befbre　 Japanese

orthography　 changed　 drastically　 after　WW　 ll.He　 wrote　 in　a　small,　 skillfu1　 hand,　 which　 sometimes

caused　 a　great　 difficulty　 to　me.　 I　did　my　 best　to　restore　 his　sentences.

　　Mr.　 Keinosuke　 Tanaka　 set　l　l　chapters　 in　this　interview　 with　 a　commander　 in　his　memoir.　 Mr.

Suekichi　 Nakamura,　 who　 was　 the　 second　 POW　 on　 the　 Japanese　 side　 and　 was　 introduced　 in　my

previous　 article,　tended　 to　talk　about　 his　own　 experience　 as　a　seaman　 and　 then　 as　a　prisoner.　 Unlike

him,　 the　 commander　 tended　 to　talk　over　 the　 general　 situations,　 often　 looking　 down　 on　the　 Allied

Forces　 and　 praising　 heroic　 deeds　 ofvalor　 ofthe　 Japanese　 soldiers　 as　well　 as　a　famous　 general　 and　 a

renowned　 admiral.　 I　am　 not　 sure　whether　 he　intended　 to　entertain　 the　civilian　 intemees　 in　the　camp

with　 such　 an　optimistic　 opinion　 and　 bragging.

　　Fortunately　 fbr　me,1　 got　 acquainted　 with　 Mr.　 Keinosuke　 Tanaka's　 three　 Nisei　 children.　 All　 of

them　 overcame　 a　terrible　 ordeal　 during　 WW　 H　and　 made　 a　great　 success　 of　their　lives　 in　the　United

States.　 The　 eldest　 is　Dr.　John　 Tanaka,　 a　very　 renowned　 researcher　 in　Chemistry.　 His　 only　 daughter　 is

Mrs.　 Iris　Fukutaki,　 who　 is　a　highly　 intellectual　 lady　 and　 kept　 Mr.　 Keinosuke　 Tanaka's　 j　oumals.　 The

youngest　 is　Mr.　 Tyler　 Tanaka,　 a　successfUlly　 retired　 businessman　 and　 still　a　great　 figure　 in　the　travel

industry.　 Mr.　 Tyler　 Tanaka　 is　now　 an　important,　 admirable　 friend　 of　mine.　 rd　 like　 to　express　 my

gratitude　 to　Ms.　 Masako　 Hanada,　 Ms.　 Ryoko　 Matsuno,　 Ms.Hatsumi　 Shimai,　 Mr.　 Akira　 Horiuchi,　 Mr.

KerU.　i　Tanaka(Japan),　 Ms.　 Toshiko　 McCallum,　 and　 especially　 to　Mr.　 Keinosuke　 Tanaka,s　 children

(U.S.).

緒言

　　　『共 立薬科大 学雑誌』Vol.2に 載せ た拙稿 「K.タ

ナカ氏手記 紹介 『大和櫻』(日 本側捕虜 第二号か ら

の聴 き取 り)　 　 日系米人 強制収容者 のjoumalか

ら:第2部 　　」の緒言 冒頭 に、池 田は以下の よ う

に記 した。

　　　「こ こ で 紹 介 す るの は 、 田 中恵 之 助 氏(Mr.

Keinosuke　 Tanaka)のjoumalの25頁 か ら30頁 にか

けて記 されてい る 『大和櫻 』とい う記事 である(こ

のjournalに つ いてだ けは、ペー ジでな く頁 で表す)。

内容 は、田中恵之助氏が、同 じロー ズバー グ収容所
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田 中 トク コ 夫 人帰 化証(1953年)

　 　なお、田中恵 之助 氏の帰化証 は、『共立薬科大学雑誌』Vol.2(2007.3)のp.50を 参 照 の こと
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Courtesy　 of　Mr.　Tyler　 Tanaka

に収容 されて いた 日本人捕 虜 か ら聴 き取 りを した

ものであ る。田中恵之助 氏の同収容 所での収容期間

は、1942年8.月10日 か ら1943年6.月23日 までで

あ る。 娘 の ア イ リス ・フ ク タ キ さん(Mrs.　 Iris

Fukutaki)に よれ ば、田中恵 之助氏 は、　m一 ズバー

グ収容所 での捕虜 との接 触 につ いて屡 々語 ってい

た とい う。 このjoumalに は、捕 虜二名 か らの聴 き

取 りが含 まれ てい るが、ここで紹介 す るのは、中村

末 吉氏 の 『大和櫻』 一篇 に留 める。」

　 『大和櫻』を解読 し、定着 させ るとい う作業 を行

いなが ら、併せ て 中村末吉氏及び 当時の情勢につ き

調べ ていた ところ、い くつかの興味深 い発 見が あっ

た。前稿 のAbstractの 中に、池 田が以下の よ うに記

した通 りであ る。

　 ...Through　 collecting　related　stories,　I　noticed　three

important　 poiIlts　that　were　 not　writteII　in　the　interview.

1)The　 seaman　 was　the"second"POW　 on　the　Japanese

side.2)The　 famous　 Dolittle　bombers　 took　off　from　 the

aircraft　carrier　which　 he　fbulld　 while　 patrolling.3)

Japanese　 Navy　 had　the　concept　 of`suicide　 corps'even

for　patrolling　from　the　beginning　 of　the　Pacific　War...

　 本 稿 で は 、 田 中恵 之 助 氏(Mr.・Keinosuke・Tanaka)

が 親 しく話 を聞 い た 二名 の 日本 人 捕 虜 の 内 、今 一 人

か らの聴 き取 りを紹 介 した い 。これ は 、氏 のjournal

の15頁 か ら24頁 に か けて 記 され て い るが 、航 空 母

艦 「飛 龍 」乗 り込 み の 「機 関長 中佐 」 で あ っ た捕 虜

か らの もの で あ る。た だ し、聴 き取 りに は一 部 他 の

士 官 も 同席 して い た よ うで あ る。 ちな み に、 『大 和

櫻 』 は、 田中 恵 之助 氏 のjournalの 中 で は 、今 回紹

介 す る聴 き取 りの 後 に続 けて 記 載 され て い る。
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本文

　 Joumalの 中の今 回紹介す る部分 は、「緒言」か ら

始 まってお り、その後は一.～ 十一.の 章立て となっ

ている。

　 目次

　 「緒言 」

　一.日 米 開職 の 日まで

　 二.眞 珠湾 軍港爆撃行

　 三.我 等 の少年航 空兵

　 四.日 本海 軍の航 空兵機

　五.日 本海 軍のフヰ リツ ピン爆撃

　 六.日 本 の潜水艦

　七.無 敵艦 隊の頭脳

　八.猛 将 山下の風格

　 九.日 本 陸軍 と海 軍

　十.英 米 軍の欺 隔

　十一.我 が母艦 の最後

　解読 、定着 においては、以下の原則 を守った。

　能 うる限 り原文 に忠実 で ある よ う心 が けて活 字

にす るが、その際の注意点 として下記の6点 に特 に

留意 した。

1.手 記 と同 じく句読 点を用 いない。

2.旧 字体 はそのまま使用す る。

3.僅 かではあ るが、やや恣意 的 と思え る略字は字

　 体 を一般 的な ものにす る。

4.本 文 中において、書 き損 じた字 は ×で消 されて

　 いる。 文 中で、一 で消 してあるのがそれ にあた

　 る。

5.通 常の表記 と異 なる 「宛 て字」 であって も、そ

　 のまま記す(全 体 に散見す るが、一例 として、

　　 「一.日 米 開職 の 日まで」の第二段落で、「一周

　 年 」を 「一週年」 と記 してある よ うな場合)。

6.下 線 は、 田中恵之助氏 自身 に よる ものであ る。

　 唯一池 田が下線 を施 した のは、 「十.英 米 軍の欺

　 隔」 中の下線部分 であ る。

著書 ・訳書

「緒言」

一九四二年(昭 和十七年)十 .月廿八 日にローズバー

グ収容所に移送されて来た一團の同胞の中に六月

三 日より開始 されたミツ ドウェーの海職で最後の

活躍を示 し永久太平洋の鎭護 として沈没 した航空

母艦飛龍からボー トで漂流 して居た帝国海軍の將

兵四十三名が米国軍艦 に収容 され薙に送 られて来

た人々があつた　 その中には機 関長 中佐等五名の

將校 もあつたが我等の萬歳の声に迎 られ乍ら無敵

海軍の勇士達は敵地に武装を解かれて運ばれ し事

を心か ら恥 らうかの如 く何れ もうなだれてゲー ト

をくぐるのであつた　我等はそれ らの勇士に実職

談を聞きたい心で一ぱいであったが却って勇士の

心を痛める事 となるを恐れて其機会 を逸 して しま

つた　その うちに米国軍事當局は帝国軍人を我等

シヴリアン インタニース等と一緒に生活せ しめる

事の不安を感 じたものか十一月十 日突然他州 に移

送 して しまつた　そのあ とに残 されたのは折々の

会話には さまれ し彼等の実職談の片々である　巷

に散つた紅葉の様な話ではあるがこのま ＼沙漠の

風に散逸 させ るにはあま りに惜 しい気がす る　小

耳にはさんだま ＼を書き集めて後 日の思ひ出にせ

んとするものである

一 .日 米 開職 の 日ま で

日本で 日米職が云々されたのは廿年 も前の事であ

る　英米両国が謀っての軍縮會議で五五三の比率

を日本に押つけて以来今にも知れぬ太平洋の暗雲

を望んで 日本海軍は三の力を以て米国の五英国の

五の海軍を迎へた時に如何に之 と職ふべきかと作

職上また訓練 より火の出るような錬磨鍛錬を した

米国が勝ち誇ったよ うな五対三の優勢な海軍を以

て太平洋を西に向つて輸型陣の作職 を獲表 した頃

の 日本海軍の(十 五年乃至廿年前の)作 職は米海軍

を小笠原嶋附近に待ち職運利あ らざれ ば瀬戸内海

に退いてゲリラ戦を目論んだものであつた　その

後五六年を過ぎてからの作職は小笠原以東に米海

軍を迎へ撃ち同時にグワム嶋を攻略するにあつた
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北支事変が 日支事変 とな り支那事変 と展開 して 日

本がABCDの 包囲陣を突破 して東亜共栄圏の確立

を 目指 して逼進す る事 となつた二三年前頃の日本

海軍は布畦に潜水艦を送 り同時に 日本の主力艦隊

は布畦近海で米国海軍 と雌雄を決する方針を執 る

ようになつたのである　 その作戦を実践 に移す前

にも日本の基地に眞珠湾の模型を作 り実職 さなが

らの猛訓練 を行つたものである　 而 しなが ら開職

一週年の今 日になほ米国をして 「レメンバー パー

ルハーバー」と嵯i嘆せ しめる程の職果を塁げ得るで

あろ一 とは決 して我が海軍 は思つてゐなかつた

況んや今 日南太平洋にまで進出して意のま ＼に旭

日旗 を輝かすであろ一 とは予期 してゐなかつたの

である　 之は全 く天佑によるものである

二.眞 珠 湾 軍 港爆 撃 行

注)日 本 では 「レメンバー パールハーバー」を 「思

　ひ知つ たかパ ールハ ーバ ー」 と言 ふ

米国人にとつて 「レメンバー パールハーバー」で

ある如 く或はそれ以上に我が日本 にとつて忘れ得

ざる眞珠軍港である　 かねて此事あ らん と期 して

ゐた　その時は遂 に来たのである　 ○○○○には

我等の航空職術を監督す る中將 より「本官は諸君に

重大なる責務を傳達する光栄を有する」と前提 して

日米開戦を決意す る時期の至ることを告げ られた

ので ある　 其後 は將兵は一切上陸禁止 となった

十一.月廿五 日出動命令 と共に一路東に向って進ん

だのである　その艦隊は從来のニユースでは航空

母艦二隻 とそれに相當す る護衛艦数隻位 と見 られ

てゐるが實際は眞珠湾軍港空爆の効果如何によつ

ては米国の太平洋艦隊の主力 と布畦近海 に於て一

大決戦をな し得 る程の有力な海軍艦隊が派遣 され

てゐたのである　祖 国を出獲 した艦隊は 日夜猛訓

練に服 しなが ら時々刻々戦場に迫ったのであるが

休暇には英氣を養ふ為に酒 も食卓に出てゐた　然

し酔ふ事は出来なかった

十二月五 日には既 に布 畦の近 く来て時乃至 るを

待ってゐた　緊張裡に五 日六 日七 日と職機 は熟 し

て行つたが此間ラヂオで布畦を聞いた　聞えるも
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のはジヤズ音楽　フツ トボールゲームの放送であ

る　何等警戒の様子は感 じられない　是なら大丈

夫成功すると各員張 り切つてゐた　愈々其 日は来

た

七 日の朝空はどんよ りしてゐた　空爆 には不向で

あった　試運轄をす る各飛行機の爆音の前に爆撃

命令を待つ少年航空兵達は武者振ひ して居 る　 艦

長は命令 した

　　 我が艦隊は汝等を してパールハーバー爆撃

　　 敢行を命ず

と司令か らも唯一語 「天佑我にあり必勝を期す」と

訓示があった

少年航空兵は若 々 しい顔に 日の丸の鉢巻を して

自々短刀一振を帯びてゐるだけだ　それは護身用

に非ず して 自決用なのである　 生還 を期せず して

離艦 した　職闘機群は母艦の上に円を描いた後一

機 は一機 と遠 さかつて行つた　艦の者 は嚴粛に見

送つてゐたがその数実に幾百機　それか らの艦に

居る者の心配は居ても立つてもゐ られない気分だ

つた　無事に目的地に到着 したか知 らん?　 甘 く

成功 して くれ よ!!!と神かけて念 じて無線電信 を待

ちこがれたのであつた　やがて待ちに待つた通信

は来た　爆撃隊司令中佐からだ

「各員爆撃準備」と簡にして明瞭　全機無事 目指す

攻撃地に着いた とわかった　成功か否か?と 案ず

る間もなく矢継早に第一回報告　 「我が爆撃に成功
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘッカムマ

す」と来た　第二回報告は 「我が○○○○飛行場爆

撃に成功す」と来た　第三回報告　　「敵艦○○○顛

覆す」と知 らせて来た 艦に待つて居る者は一同躍

りあがつて喜んだ　大成功裡 に帰艦す る我飛行機

群を待つ問に艦内では期せず して大爆笑が起つた

それは布畦にある米国側の通信を聞いたからであ

る　 某艦長へのキング司令長官の通信には 「貴艦が

先刻砲撃 した軍艦は我が方のものな り」とあつたり

パールハーバーにあつた米国艦・航空母艦が日本潜

水艦の襲撃を うけたので艦上の各飛行機は陸上基

地に向けて逃げん と飛んだのを地上の米軍は之は

日本機であると間違へて全機 を撃ち落 として しま

つた り　 パールハーバー軍港港 口を逃 げて港 口外

の 日本潜水艦に襲われ乗組員はライ フボー トに乗

り移 り陸地指 してこぎ行ける時陸上の米軍はそれ



を 日本兵 と間違へて撃沈 した り　 さうした事を聞

いた艦中は沸き還 る様な笑声を起 してゐる庭へ歴

史的大成功を収めて我等の空の勇士は続々 と蹄艦

してきた　我が方の損失は廿九機　機 より降り立

った勇士 と艦に待ってゐた者 とは我知 らず抱き合

つて泣いた　言葉 も何 もな く唯感激の極　涙ある

のみであつた　其最中に誰言ふ となく「米国機現は

る」との知らせが来た　ところが今降 りたばか りの

航空兵達は我 も我 も八 と追撃志願をす るのでその

中の三機を して行か しめた　三機は暫 らく飛んで

前方に飛行機三機を獲見し 「残敵御参なれ」と近付

くとそれは友軍の飛行機であつた　即ち他の母艦

よりのものであつた　そこで六機がまた飛ぶ と遙

かかなたに三機を獲見 したので近寄つて見ると他

の母艦からの 日本軍機だつた　今度は九機 が先 を

競つて飛び廻 りしが 目指す敵機の隻影 もなかった

のでそれ八 母艦 に帰って来た 斯 くしてパーノレ

ハーバー爆撃行は有史以来空前の職果を収めて終

了したのであった

三.我 等の少年航空兵

パールハーバー爆撃行の大成功を為 さしめた主勲

者はなんと日つても年少航空兵である　 日本が戦

争に勝つたのは少年航空兵のお蔭である　十八歳

十九歳の未だ酒の味も煙草の味も知 らぬいたいけ

な少年兵が勇敢にも其壮挙を敢て為 し得たのであ

る　 その片鱗を知 るによい話がある

　 (一)十 二月七 日のパールハーバー爆撃命令を受

けた一少年航空兵の愛機が試運榑の時か ら調子が

悪かった　やっ と離艦 したがどうも工合が悪いの

で遂に引き返 して母艦近 くで爆弾を悉 く海中に捨

て ＼着艦 したのだが生厘に又 と再びなかるべき晴

の職場に皆と一緒に行 く事が出来ないにも係 らず

無理をせずに引返 し豫め危険を慮って爆弾を全部

海中に投げ捨て ＼帰つてきた彼の沈着振 りはまさ

に海軍々人として申分なき立派 さであった　その

航空兵は機 を降 りるや否や大声で泣き出 した　残

念でたまらないのだ　我等はみんな貰泣 きをしな

がらも 「此奴や るぞ」と思つたのであるが果 してや

著書 ・訳書

つた　濠州ポー トダウインの附近の職場で美事に

自爆 し名轡の戦死を遂 げたのである　 其の時戦

我々は彼か ら無電で 「タンク打抜かれた」「燃料鯨

すところなし」 「我○○○に當 り自爆せん とす」 と

通信があつたがその言葉の通 り又彼は勇敢沈着に

実行 したのである

　 (二)又 かういふ話がある　職闘が一段落っいた

ので我等 は舳艦相含 んで母国に向ひつつあつた

而 して其途中を哨戒中の一飛行機が濃霧のために

母艦の庭在を見失ひすつか り母艦には ぐれて しま

つた　飛行機か らはしきりに 「艦の位置を知 らせ

よ」と無電が来る　 しかし敵に艦の所在を知 らしめ

るおそれがあるので うつか り返信は出来ぬ　また

「探照灯を照 らせよ」と求めて くる　 され どもそれ

も照 らす課にはゆかぬ　今度は 「我れ燃料十五分を

残すのみ」 と言って来た 我等はひ し八 と彼の絶

望を思はせ られたのであるがやがて間もなく「我は

職死なるや」と悲痛な質問をして来たのである　艦

長は此時意を決 して返信命令を下 し「然 り　 名誉の

職死也」と　 それつきりいくら待つても最早通信は

来なかつたのである

此様な話は数限 り無 く有るがこれが実に我が 日本

の宝少年航空兵の面影なのである

四.日 本海軍の航空兵機

日米戦争で一躍有名になった 日本の少年航空兵は

之も亦世界に其名を知 られた零型戦闘機に唯一人

打ち乗つて戦場に向ひ敵に出會ふや米国機に追ひ

すが り交戦距離になるが早いか恰も燕が其身 をか

はす如 く又 くるりと機 をひっくり返 して敵機の直

後ろにな りあっ と思ふ間もなく敵機 を射落 してゐ

るのである　 或時は我が一機が敵の四機 と職 って

全部を撃堕 したのす ら見た事がある　 之は航空兵

の技術の優秀なるによるのは勿論であるが又 日本

の航空機 が如何にす ぐれた性能をもってゐるかを

証接立つるものである　 その零型　それは皇紀二

六〇〇年型の事であるが今はすっか り使ひ蓋 して

しまって現在 もつは零型第三号を用ゐてゐる　 云

ふ迄 もな く二千六百年型よ りも速力 も性能 も遙か
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に優れてゐる　近頃わが陸軍で用ひてる新 らしい

職闘機 は速力性能職闘力共に世界第一であると思

ふ　所謂 ノモンハ ン事件では實に萬を以て敷へ る

死傷者を出 してゐるのであるがあの頃はわが海軍

機 も慮援に行ってゐた位であった　ノモンハン事

件後に陸軍は装備 に鋭意改良を加へて行 ったよう

である　だからよい刺激だったのである

一九四二年　一本年三月頃布畦が再び 日本機に襲

撃 された云々 と聞いたであろ一があの時は四獲動

機の水上飛行艇を用ゐたのだ　是は米国がやかま

しく云 ってゐる空の要塞機 に類す るもので ある

三月のは 日本の飛行基地か ら布畦に行ったのだが

日本 は此時は写眞を撮って帰って来た筈であるか

ら何 日かそれが役 に立つ 日が来 るであろ一 と思ふ

空の要塞機 は米国が誇 りとするだけあって 日本の

零型戦闘機の機関銃では墜落せない程に出来てゐ

る　 いつだったかスマ トラ嶋の一角でその乗組員

はすっか り我が機銃弾で職死 してゐるのに空の要

塞機だけは操縦者な しで當途 もなく大空 をとんで

ゐた事す らあった程だから相當に優秀なもので娯

、なあろ一

五.日 本海 軍の フヰ リツピン爆撃

遠 く布畦にまで爆撃をす るのに 日本近海 にある比

律賓を其ま ＼に捨て ＼置 く筈はないのである　 作

職ではパールハーバー襲撃 と同時に比律賓の機先

を制 しての攻撃だつたのは當然だ　 ところが十二

月七 日比律賓では十二月八 日だが雲が深 くて実行

す ることが出来ない　止むを得ず陸海軍機約六百

は書頃迄濃霧 に隠れて待機 して時を過 したのであ

る　一方比律賓の米軍本営ではいち早 く布畦から

の無電で 日米開職 を知 り同時にフヰ リツピンにも

日本軍の空襲があるべき事を察知 して早速近海の

警戒飛行を したものである　庭が 日本機は雲が晴

れ るのを待つてゐたので一機 も来なかつた　それ

で彼等は正午頃になつて基地に帰還 した　そ して

飛行場に機翼を休 めて居 るところへ漸 く薄れた雲

間を突いて 日本の六百機が無人の境を行 くが如 く

比律賓を襲ひその基地にある米国機全部 をまたた
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く間に再起 し得ざらしめたのである　 此庭にも天

佑 があつた と云へるだろ一　だが 日本 は開戦二 日

目には完全に比律賓の制空灌を獲i得したのである

話は比律賓ではないが 日本海軍機は一塁南海 を襲

つて十二月九 日にマ ラヤ沖ではやつ と本国から着

いたばか りの英国職闘艦プ リンスオブウエールス

号を撃沈 したのである　此時の我が爆撃機がどこ

か ら行つたかは獲表 してゐない と思ふが實は 日本

の基地か ら行つたのである　 日本海軍の渡洋爆撃

は南京襲撃が最初であつたがあの時は基湾の基地

だつたか ら海上距離 は大 した ものではなかつた

今度のは本土か ら比律賓を越へて南へ行 くのだか

ら遙かに遠い　それ こそその字通 り渡洋爆撃であ

つた　そ して百機編隊で堂々と攻撃 したのでプ リ

ンスオブウエールスに四獲の爆弾を食わせ　最後

の一発が機関に命中して果敢な くも沈没 したので

ある　 あの方面では沢山の艦船を沈めてゐるがた

いてい引揚げてそれ八 日本の職日寺に一役も二役も

買つて居る筈である　 日本の職時に役立った話 と

日へば一九四一年十二月廿五 日には香港が陥落 し

た　其時押収 したものが沢山にあつた中に英帝国

が極東に保有 してゐた金塊が山程あつた　而 して

その量は(四 百六十億弗)實 に其當時我が日本帝国

が国庫に保有 してゐた金塊に数倍す る金高であつ

たのだか ら驚かざるを得ない　斯 くして 日本は 日

米開職早々一躍 して持たざる国か ら持てる国に鞍

替へ して しまつたのである

六.日 本 の潜水艦

由来 日本の潜水艦職術 と日へば天魔鬼神の再来か

の如 く恐れ られてゐたものであるがパールハー

バー襲撃をした二人乗の小型潜水艦の出現で米国

は勿論世界中を完全にあつ と言はして しまつたも

のである　独 乙の潜水艦は商船等を沈める事 を主

としてやつて居る　謂 ゆる海軍のゲ リラ職術であ

るが之も海軍力のない独乙としては誠 に止むを得

ざる戦法である　我が 日本の無敵海軍の潜水艦は

商船を追ひ廻す事を本務 としてゐない　然 らば何

を本務 としてるか と言ふに　第一は萬難を拝 して



敵地に潜水　襲撃決行の一週間位 より敵艦の出入

天気豫報其外詳細の事情を通報するのである　 而

して其問海 中に幾 日間で も沈んでゐ るので ある

それが出来得る設備 をもつた潜水鑑 が即 ち我等の

潜水艦隊である パールハーバー爆撃以前に彼等潜

水艇から 「花は満開な り」云々と言った様な意味の

無電報告が来て居 る　それは 「全艦隊軍港にあ り」

との意味である　 日本艦隊にあつて米国艦隊の無

線電話 電報が手にとる如 く聞かれる如 くに日本

のものも彼等に聞かれて居る筈だか ら凡てその行

動を本国の作職部 に報告する為に或る区域を往復

す るが其途上で敵の艦船に遭遇すれば勿論魚雷か

大砲で攻撃す る　本年(1942)五 月迄に我が潜水艦

は敵の艦船七十萬噸を撃沈 してゐるのである　 日

本の潜水艦 は先ず本国より米国沿岸迄の往復　つ

ま り一ヶ月の航績力を有するもの と思へば間違は

ない　二人乗の特殊潜水艦で も数百哩を行 く事が

出来るのである　 大型のものでは四千噸か ら六千

噸の潜水鑑があつて之等は無補給で世界一週を為

し得るのである　先頃 日本の潜水艦が独 乙に行つ

て大歓迎を受けた と日ふニユースがあつたのもそ

れである　 大西洋上に日本潜水艇あ りと傳へ られ

たのもこれである　これか ら往 くさ還 るさの途 中

に敵を砲撃 したか ら判明 しただけの事である　 而

しまだ独乙の潜水艦が日本までやつて来た と言ふ

話は聞いた事がない　そこに日独両国の潜水艦の

性能の差が獲見 されるのである　現在我 日本の造

鑑技術は正に世界一品である　潜水艦の小型なも

のでさへ も横須賀 を出獲 してから海 中だけを航行

して優に北海道 より基湾まで無絡給油で往復を為

し得る性能を示 してゐる　 以て中型或は大型潜水

艦が如何に猛烈なる威力を備へて居るかを察す る

事が出来 よう　 それから電撃機による爆撃や急降

下爆撃等は全 く日本独特の獲明であつて独逸にも

日本が教へてやつたのであるが職争になつてから

は一切他国に教へてやる事は止めてしまった

七.無 敵艦隊の頭脳

今度の職争で一躍 して世界讃仰の標 的 となつた

著書 ・訳書

人々は陸軍で山下奉文 中將海軍にあつては帝国聯

合艦隊司令長官山本五十六大將がある　 而して此

無敵艦隊の頭脳は一九二〇年のワシン トン軍縮会

議の當時からブ リツヂの山本 としてワシン トンの

社交會で謳はれたものだつた　手にしたカー ドを

じつ と見て考へてゐるが一分か二分す ると思ひ切

つて待つたなしに勝負 をなし判で押 した様に必ず

買つて しま う　 勝負事は何によらず大好きで始め

には考へるが一旦始めたが最後 自信一ぱいにきび

八 とやってのける 此性格が遺憾な磯 起せ られ

たのが即ちパールハーバー爆撃作職である　彼は

現在の 日本海軍に於ける米国通の第一人者であつ

て米国海軍の頭脳は充分に知 り壼 して居る　 日本

海軍の至宝たる此頭脳 と米国のそれ とを比較 した

な らばお氣の毒なから米国のそれは先づ小供の頭

脳位の働 きしか出来ない と言つてよかろ一　現に

我々が上海で米国の東洋艦隊旗艦 ヒュース トン號

の海軍将兵を迎へて遊んだ事があつた　その時に

我々が英語の高等数学の書物 を讃んで居るのを見

て彼等を 「三 日程貸 して くれ」と言つて持ち帰つた

のはい ＼がどうもわか らないと日つて返 して来た

事を思ひ出す 　だから近頃の米国海軍の作戦 を見

ると実際におか しくつてたまらなくなる　 昨年十

二月七 日に布畦爆撃を したときに上陸 して占領 し

た ら何でもなかつたのに　 日本は何故占領 しなか

ったのか と言ふ事をよく聞くが若 しそれをやつて

のけた ら大変なのである　 それは正攻法ではない

か らだ　その正攻法を取 らず に上陸作職をやった

ものに米国のソロモ ン攻略がある　 だか ら米国は

ソロモ ン郡島に墓場を作 りに行つたも同じ事で最

後まで ソロモン八 と悩まねばな らぬのであろふ

日本はそんなっま らぬ職法は執 らない　 日本海軍

は旦那職法で堂々 と事 を決す るのである　 ソロモ

ン郡嶋では假令米国海軍がこそ八 動いても問題 と

しては居ない　而も米海軍はそれが 日本海軍の罠

にか ＼つて居 るのであるといふ事を知 らずに居る

らしいか ら我々か ら見るとおか しい氣がす るので

ある
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八.猛 将 山下の風格

新嘉披を背後から衝いて英国が難攻不落 を誇った

東亜のジブラルターを僅か十五 日間で一九四二年

二月十五 日には陥落 させて しまつた帝国陸軍の司

令官山下奉文中将は実に幾十年の久 しき満蒙の肱

野で鍛へに鍛へた帝国の陸軍の精鋭 を代表す るの

かの如 く勇猛そのものである　 支那事変 になつて

から東條陸相によって獲せ られた帝国陸軍の戦陣

訓には 「陣地は捨つべからず」とあるがそれを文字

通 りに実行するのが 日本の陸軍であ り又其通 り断

固として実行せ しむるが我が山下將軍である　海

軍は海上の作戦だか らでもあろ一が一決戦をした

あとは直ちに引上げる道を知つて居るが陸軍は之

と異 り如何なる場合も理が非でも進む事 を知つて

退 く事を全 く知 らない　言換れば陣地は決 して捨

つべか らずに終始 して居 るのである　 だか ら臨機

慮変に進退すべき海軍 と頑 固一徹 に是が非でも進

むだけの陸軍 とが共同作戦をす る場合には とても

事が面倒であつて海軍側の迷惑する事おびたマし

いものがある　彼のシンガポール作戦の如きまさ

に其一例である　 さてシンガポール作戦 に封す る

海軍側の準備 は未だ整つてお らないのに當時海南

嶋にあつた陸軍司令官は 「本官はこれより敵前上陸

を敢行せんとす　海軍の援助を希望す」と言つて来

たものである　是では共同作職 も何もあつたもの

ではない　それで海軍は 「それは困る」と言つたら

山下将軍は 「然 らば止むを得ない　本官は軍独で実

行する」と言ふのである　海軍の援助な しに海上か

ら陸軍を敵前に上陸 させ る事の如何に困難である

か　否殆 ど無茶であるか位 は解 り切った事なのだ

然 しそれを敢てや りかねないのが 日本の陸軍であ

りその代表者みたいなものが山下将軍其人である

だか ら海軍は全面的作戦に支障を来 してはならぬ

からと無理 をして援助す る事にしたがシンガポー

ルの陥落が作戦上の予想 より早過 ぎて其後の作戦

が却つて面倒 だつた程である　 万般の準備 の整は

ないさきに敵前上陸行動を開始 したから案の定敵

機に獲見 された　それが敵の基地に通信 をして沢

山の敵機の来襲を受けては大変だか ら早速海軍機

で進撃 させて是を堕シ本隊に知れないようにした
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ものである　 さて敵地に上陸するや 山下司令官は

眞先に自ら敵国である英国領事館に乗 り込んで行

つたものだ　領事館には大きな犬が二匹怪 しい者

が侵入 した と思つて吠えつ くと山下将軍は拳骨を

喰はして倒 して しまつた とい う勢であるから堪 ら

ない　物音に驚いて起 きて来た寝衣姿の英国領事

が 「誰だ　何処から来た」と誰何すると 「我輩は日

本か らきた」と名乗つたものである　それを聞いた

領事は氣絶 して しまつたそ うだ　万事が此調子で

マ レー半嶋の縦断攻略作戦は早過ぎて困るほどに

完成 したのである　少な くとも三年は維持出来る

と誇ったものが十五 日間で落 ちた　最後にシンガ

ポール絡攻撃をする時でも海軍の我々か ら見ると

あきれ る外はない職争 をしてゐた　 と言ふのは砲

兵が大砲を並べて居 るのを感心 して見てゐた印度

兵捕虜が山下将軍に打たせてくれ と言つたら即座

に 「よし八 」と許 したのである さあ印度兵が喜

ぶまい事か 一生懸命射った八 此事を英国側は

「日本軍は英国兵の捕虜 となつたものを戦争 に用

ひた」と言つて批難 したものである　 シンガポール

陥落後外人達が山下将軍は 「入城式は何 日するか」

と尋ねた ら「本官はワシン トンに入城式をするんぢ

や」と答へて平然たるものだつたそ うだ　日本の大

本営の作戦は軍に西 より東に進撃す る日のある事

を確信するが故に山下将軍がシンガポール位の小

島を陥落せ しめた とて嬉 しがつて入城式が出来る

ものかと言つたのであろ一　其意氣や將に天 をつ

くのである　 此のシンガポール作戦で我が海軍は

シンガポールか ら船で逃げるであろ一英米人 を一

人残 らず捕へ よ うといふ作戦に出た ものである

何故そんな方法を執ったかといふに戦争前幾年も

前から日本人は相当に墜迫 されて其事業を捨て帰

国 したがそれでも半数は残つてゐた　その残つた

日本人 を開戦 と同時に抑留 したことは勿論だが女

等は必要以上に取調 られた り恥辱を與へ られた り

したことが解つたからである　 シンガポール絡攻

撃 となると英米人は自国の人々のみ を船六十四隻

に乗せて逃がそ うとしたので我々はそれを待つて

居たとばかりに停戦命令をしたが逃げ出したので

それな らと砲撃を開始 し廿四隻を撃沈 した　する

と外の船は全部が 白旗 をか ＼げて停戦 した　それ



でその儘シンガポールに引返 させプ リズナーキャ

ンプに収容 した　そのガー ドには今迄英国兵であ

った印度兵を用ひたのだが今迄英国から見下げら

れた待遇を受けて不漏を感 じていた彼等は 日本軍

の命令を心か ら喜んだ　そ して今迄 自分達を馬鹿

にしてゐた英米人を鉄柵の中に入れたのを番をす

るのだからそ り身になつて得意にガー ドをしてゐ

たものだ　此の調子だから占領地帯の住民は日本

軍に心から服従 してゐたのである　蘭印作戦であ

つたがジャワのスマ トラあた りでは土人が 日本軍

に反抗 してゲ リラ職をした と此方の新聞にあつた

らしいが実際はその反対なのである　 日本軍は蘭

印ジャバ攻略後は 日本に反抗す るを認めたものは

プ リズナーキャンプに入れて一慮調査 して一ヶ月

後には鍬や鎌 を此方から持たせて繹放 したもので

ある　 それで彼等はすつか り日本軍を信頼 し翌 日

は自ら作った野菜物をどん八 持って来たものであ

る　或土人の酋長等は其れまで貰つて居たオラン

ダの勲章をすつか り捨て ＼日本への忠誠 を誓ひ毎

日野菜果物を持つて来たのだが暫 くしてから「私は

こんなに 日本軍に献上物を したのだから日本の勲

章をくれ」と眞面 目な顔で要求するには 日本軍も面

喰つた事があつた　 日本の陸軍は勇猛なのはよい

がそれ よりも我々か ら見た ら無茶苦茶に向ふ意気

の強い ものだ と言いたひ位だ　フヰ リツピンのマ

ニラが陥落 しない前の事だが陸軍の兵隊が箱舟で

陸地を指 して漕いでゐたのを米国の水雷艇に獲見

された　逃 げるか と思つた ら武装 した水雷艇に向

って進んで行 くのだから全 く無茶である　そ して

乗ってゐる兵隊達は小銃 をボン八 うって遂に敵の

水雷艇を打沈めて しまつたから大 したものだ　そ

れで他の一隻の水雷艇は怖れをな して逃げてしま

つた　又或時は陸軍兵がボー トを漕いで居たら敵

の飛行機に見付け られた　するとボー トの中から

飛行機 に小銃 を うつてゐるのだか ら我々か ら見る

とあきれ る外はないのである　全く勇將の下に弱

卒なしと言ふ ところである

著書 ・訳書

九.日 本陸軍 と海軍

現代の職争は立体職であるから陸軍 も空軍 もそれ

か ら国民も同一心で協力 しなければ成功 しないの

は當然だ　だか ら敵に当る時は陸海軍は一枚の紙

の裏表の如 く一致 して職ふのである　 海軍が陸軍

の上陸準備をして陸職隊を上陸 させて足場を作っ

てや る　それか ら陸軍は活動 を開始す る　 そこま

では一致するがそれか らの職果は紙の裏 と表の如

く相変・反 して孚ふのである　 陸軍は上陸す ると片

端か ら 「帝国陸軍占領」と張 りふだを立て＼シまう

後か ら海軍陸職隊が行 って事務所 に したいか ら

譲ってくれと云っても 「否是は陸軍が取ったのだか

らや らぬ」と言って慮 じないのである　それで海軍

側でも考へて今度は陸軍が職って大体片付 く頃に

どっと陸職隊をあげて必要な庭 を占領 シ「帝国海軍

占領」と掲示 したものである　 だから陸軍 と海軍 と

は仲がよい とは言はれないだろ一　我々海軍はチ

モール攻略には落下傘 を用ゐてゐたのであるが海

軍は落下傘使用を秘 してゐたのである　 庭がそれ

か ら後に陸軍がボルネオで落下傘部隊を使ったの

で落下傘使用の手柄を陸軍に横取 されてはならぬ

と 「海軍落下傘部隊は○○に成功す」と獲表すると

陸軍は直ぐ其後から「我が勇敢なる陸軍落下傘部隊

は○○に成功す」と獲表 した　是は外部に発表する

情報は陸軍が担當 して居るので我等が大本営に 「我

が海軍は空襲に成功す」と報告するとニュースでは

「皇軍は空襲に成功す」と獲表 されてゐるのである

だか ら若 しそれが陸軍であった場合は 「我が勇敢な

る陸軍は …　 」と獲表 されてゐるのである　 だか

ら今後は皇軍は何々に成功 とあったら海軍のシた

事(手 柄)で あると思って欲 しいと思 う…　　 陸

軍側が海軍に対 してよく言ふ事は 「お前達に南洋を

とらせてお くのは我々が大亜細亜帝国をツクル為

だ」　 そんな風だからたまったものでない　外国人

は黒人 も白人 もあったものではない　陸軍の者は

等 しく野蕃人視 して居 る　海軍の者は外国との交

際が多いので外国人 と立話でもして居 ると通 りが

か りの陸軍の者は 「コラ毛唐 と何を話 してゐるか」

と言ふ事があ り毛唐 と言ふ言葉を知ってゐる外人

は怒 り出 し仲裁 に困る事す らある　 或 日東京 に
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帰った満州か らの軍人が銀座通 りのジャズを聞き

手をとらんばか りに歩いている男女を見て 「慨嘆の

極みだ 機銃でバラ八 となぎ倒 してや りたい」と

云ってゐたのである　彼等には一週間の労務を慰

むべ く東京 に出て来た人ではないか と言ふ思ひや

りはないのである　 だから大陸作戦が開始 されて

若 し陸軍がやって来たら氣を付けたがよい と思ふ

うっか り変な事でも言ふ ものなら相手が 日本人で

あろ一 と米国人であろ一 と米国の兵隊であろ一と

撲 り倒 されるだろ一

十.英 米 軍の欺隔

〔注:こ の章の下線に限っては池 田〕

我 が艦隊の一部 は印度洋 にまで行動を してゐ る

そして二.月上旬には英国を主 とした聯合国艦船百

二三十隻を印度洋深 く葬って しまった　我が艦隊

がセイ ロン島攻撃の際だった　 目的地に着 く二 日

前に英国飛行機に獲見 された　次の 日は敵四機で

偵察にやって來た　セイ ロン島近くでは六機 とん

で來たが念の入った話で全て我が艦隊の水先案内

をしてゐる檬なものだ　我が艦隊が 目的を達 し引

上げる途中で敵の航空母艦 を獲見 したので最初 に

新聞社の爲眞班を職1翻機で送 り次に爆撃機で空襲

を開始 した　爲眞班は上空から活動爲眞をとった

のだ 後でそれを映爲 して見たら驚 く可 し　其英

国の母艦は甲板に大きな 日の丸のマークを付けて

ゐるのでないか　それから米国では大 さわぎした

ので あるらしい　又在留同胞 も心配 されたであ

ろ一　米国機 の東京爆撃で完全に 目的を達 して全

機無事蹄還 した　そ して大統領か ら金鶉勲章みた

いな勲章を皆んなが貰った とあったがあれも全 く

ぎまんニュースである　一体あの米国爆撃機がど

こか らとんで來たかは今に獲表 されてゐないがそ

れを知ってるものは 日本海軍だけだ　實は航空母

艦 か らとんだものであ る　 それ を獲見 した者は

我々より先にローズバー ク郡此庭 に牧容 されてい

る九名の水兵達の中で東京を去 る七百浬の海上 を

監視 してゐた水艇から「東京東北七百浬に敵母艦獲

見」と報告が來てゐる(最 後の大和櫻を見よ)そ れ
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は四月十 四 日の事であるか ら四月十八 日近 くへ

やって來た米国機 は此母艦からに違ないのである

此母艦が十四 日東京か ら七百浬の所であったとす

れば東京爆撃はも う一 日後位 に実行す る筈だった

のだが敵は日本の監視艇に獲見 されたのでそれは

撃沈 したもの ＼本隊に報告が届いている事を察知

して特に急いだのであろ一　そ して一 日爆撃 を繰

り上げ十八 日に長巨離爆撃機十機をして東京 に向

は しめたものと思ふ　やって来た十機の中で甲州

に一機 と太平洋五機は確 かに落ちてゐる　 幾人か

の捕虜 もとってある　他の一機が九州方面を経て

支那へ逃げた　そ して其他に落ちた筈である　 だ

か ら東京を爆撃 して全機無事蹄還 と言ふのは人を

馬鹿に した報導である　勲章を貰ったのは東京ま

で行かず途中か ら引返 した者がデタラメの報告を

してメダルにあ りついたのだ　だから米国側で発

表 したものは我々の知って居 る事実 とは違ってゐ

るのである　 ギマン報道 と言へば新聞な どでよく

南洋のチモール嶋を米国 ヒコーキで爆撃シた等 と

書 くがあの附近まで米国飛行機 を寄せ付ける程 日

本海軍はボンヤ リシては居ない　何故な ら日本海

軍の南洋作戦飛行基地は近年台湾だったのを今は

チモール嶋に移 してゐるのである　其内容は発表

出来ないが高松宮殿 下が御成 りになってゐる と

言った らどの位堅固重要であるか ゴ解 るであろ一

ソンナ所へ うっか り攻 めて行った ら生きては蹄れ

ないのだ とだけは確かである

十一.我 が母艦 の最後

「昭和十七年(一 九四二年)六 月四五の二 日のミッ

ドウエーの海職が我が母艦飛龍の最後であ り我々

にとっても忘れ得ざる最後の戦場 となった」と分隊

長だった将校は語 り出 した　 ミッドウエー海職初

日に吾が方の母艦は三隻供敵の爆撃 を受けて後退

を余儀な くされたので無傷のものは我が飛龍ばか

りとなった　それでも初 日には四十九の敵機の攻

撃を受 けてゐるのである　米国機の攻撃振 りを見

たが最初に司令機 がヘルダイブ して来た　 是は相

当なもので 日本機 の技楠 に近いものだった　五百



米位 まで降下 して投弾 して上昇 した　 二番機は七

百米で昇 り三番機は八百米位で爆弾を落 して逃げ

てしまった　其後の飛行機 はまねばか りして爆弾

を捨て ＼行 っただけだった　だか ら吾等は攻撃シ

て来た敵機の半数は撃墜してしまった

それか ら別 に水雷 を抱いて雷撃機 がや って来た

飛龍 は其の着弾圏内になるを待って此方か ら火蓋

を切 った　それで初 日は無事 に過ぎたので ある

二 日目は朝か ら暗雲ひ く＼たれ こめていた　その

雲の中から前 日の四十九機 の倍数程の敵機 が母艦

を襲って来た　滅茶苦茶に吾が母艦に爆撃を加へ

た　その結果機関部 と甲板部 との連絡が絶えてし

まった　それで機関部からは爆獲音を聞くのみで

「大分タ ＼カレて居 るな」と思って居た　その内火

薬庫が爆発 した　 これで母艦の最後 と覧悟をせね

ばな らなかった　出入 口の防火鉄扉は赤熱 してゐ

ることからあた り一面が火 の海 となったのが感せ

られた　兎に角 もホースで水を掛けた　熱 くてや

りきれなかったのである　其内に電力が無 くなっ

たのでバケツで水 ヲ防火鉄扉其他へ掛けねばなら

なかった　前甲板部は一体 どうなったかヲ案 じて

居ても何 もな らぬ　機関部から連絡をとる方法 を

探 したが無い　意 を決 して鉄壁を破 る事 となった

破ったらエレベーターがあるか らとのみでカン八

八ヶ問シい音を立て ＼数時間か ＼ってや っと二尺

四方の穴を明けた　そ して四十余人が上に昇った

ので あるが周 囲の熱 した鉄 で火傷 した者 も沢 山

あった　そ して指 と指 とがひっ付いたのでボー ト

に乗 り移ってから無理に離 してしまった　今考 え

てもゾッとする仕方である　 陸上ではこんな惨状

は見 られないだろ一 と思った事が未だ有 った　此

様にシてデッキに出て見た ら水が流れてゐる　其

上に油が走っている　 それに火が付いて燃へてい

る　その中に白骨 になって我が友が横たはって居

るのである　 それ程火力が強いのである　 又防火

水 が熱湯 となった 中に丸ぶ くれ になった死体 も

あった　焼 けたポテ トの様 に肉がハヂケてゐるの

もある　何かに引っか ＼ってぶ ら下がってゐる死

体は下半分が ドロ八 になっていた まるで焼きた

てのビーフステーキを見た様な氣が して とても又

もう一遍 と目を當て られ るものではなかった　兎

著書 ・訳書

や角す るうちに艦首か ら沈みか ＼って来た　艦尾

に向って共に集まったもの六十五人救命艇を下 さ

うとしたけれ ども職闘中に是 を用ゐようと考えな

いのであるからしっか りとく＼り付 けてある　な

か八 下されない やっと一隻下 した 母艦の沈下

はだん八 早くなった 分隊長其外はボー トに移 ら

ぬ前に海 中に投げ出された　母艦の沈む渦巻 きに

まき込まれて死んだ者 も幾人あったろ一か　生き

残った者 でボー トに泳 ぎ付き職友 を救ひ上げた

全部で四十八名　 分隊長は其ボー トに向って 「日本

に向けて漕げ」と命令を下したものである　救命船

には兼ねてから若干の量食が備へ付 けてあるのだ

ビール もあった　罐i詰めもあった 　キャラメルも

少 しあった　それ らの食物で一ヶ月間飢餓をまぬ

がれ ようと計算 した　其計算は ビール は一 日弐本

キャラメルは五人に一包罐詰は幾個 ビスケッ トは

何個 と量を定めた　途 中でウエーキ嶋へ と方向を

変 えた　 そ して交代 で漕 いで 日も夜 も進 ん だ

マ ップがあるでな し　コンパスがあるでなし　見

馴れた星を眺めて方向を定めるだけだ　 ウエーキ

嶋に着 ける見込みはない筈だ 若 しウエーキ嶋を

ミスした らマーシャルへ向へ　そこを過ぎたらフ

ヰ リツピンへ向って進 めと言ふわけであった　そ

のよ うな 日が十 日程績いたら目が見 えな くなった

腰は立たなくなった　勿論水 は無 くなってゐる

毛布に雨を受けては飲むのだが其雨が何時も降る

わけではない　遂には海水を呑んだ職友の小便を

呑 んだ者 があって病気 になった らしい　五人は遂

に死んで しまった　もうボー トを漕 ぐ氣力はない

ので 「ボー トを流せ」と命令 した　何 日しか飛行機

が一機見えた　米国機だった　其次の 日にも米国

機 がやって来た　其次の 日もやって来た　今度は

八時間も我 ＼のボー トの上空 に飛んでゐた　其内

に巡洋艦がやって来て我々を艦へかつぎ込んだの

である　足腰が全 く立たなくなってゐるので何 と

もす る事が出来なかった　巡洋艦に収容 されてか

らも意識 は明瞭であって腰が立つよ うになった ら

米国軍艦を取る積 りで張 り切ってゐたものである
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結び

　本稿 の 「本 文」は、田中恵之助氏 が、捕虜 の 「海

軍機 関長 中佐」か ら聴 き取った証言 を書 き留めてお

いた もの を解 読 し、紹介 した ものであ る。 ただ し、

「十一.我 が母艦 の最後」だ けは、冒頭 にわ ざわ ざ

<「 昭和十七年(一 九四二年)六 月 四五の二 日の ミツ

ドウエー の海 職 が我 が母艦 飛龍 の最後 で あ り我 々

に とって も忘れ得 ざる最後 の戦場 となった」と分隊

長 だった将校 は語 り出 して...〉 と記 して あるので

分 かる よ うに、他 の士官か らの聴 き取 りで あろ うこ

とが うかがえ る。

　 これ を旧海 軍 関係 者 か ら薫 陶を受 け様 々 な挿 話

を聞いている元海 上 自衛官 に読 んで頂 き、また海 戦

史の類 に もい くらか当たってみたが、前稿 「K.タ

ナカ氏 手記 紹介 『大和櫻』(日 本側捕虜 第二号か ら

の聴 き取 り)一 日系米人強制収容者のjournalか ら:

第2部 一」の場合 とは異な り、検 証が必要 と思われ

る部分 は特 になかった(例 えば、臨場感 にあふれた

「十一.我 が母艦 の最後」な どで も、戦後に出 され

た書籍 の内容や 、上述の元海 上 自衛 官の方々が 旧海

軍関係 者 か ら聞いてい た内容 と矛 盾 した ところは

特 になかった)。 また、『大和櫻』に現れ る中村末吉

氏 は、乗組員 としての、また捕虜 と してのま さに己

の体験 に即 して語 ってい るが、士官た ちが 己の体験

を語 っている章 は、上記 「十一.我 が母艦 の最後 」

くらいである。さらに言 えば、戦後米国か ら送還 さ

れ た捕虜 の中には、オス トラサイズ され ることを怖

れ て、旧海 軍関係者 とは接触 を持たない者 も多かっ

たそ うである。固有名詞 等で特定 し得た もの もある

が、本稿 ではあえて言及 しない こととした。

　緒言 で前稿 のAbstractの 一部 を引用 したが、前稿

では、調査 、検証の結果 として、聴 き取 りか らは う

かがえない三っ の重 要な発 見があった。Abstractの

内容 の繰 り返 しにな るが、

1)中 村末吉氏 は、酒巻和男氏 に次 ぐ、 日本側 の捕

虜第 二号であった。

2)氏 の乗 り組 んでいた長渡丸及び第二十三 日東丸

が発見 した米 国艦 隊中の航空母艦 か ら、ドゥリッ ト

ル爆撃 隊は発艦 し、初 の東京爆撃 を行 った。

3)日 本海軍 は、漁船 を徴用 し哨戒艇 に仕立て、敵
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艦 隊発 見 の打 電が即攻 撃 を受 け撃沈 され る ことを

意味す る 「自殺 的な哨戒任務 」を負 わせ て、東方海

上の哨戒線 を構築 した。

　 これ に比 し、本稿で は特段の発見 はないが、士官

ら しくそれ な りのパ ースペ クテ ィ ヴを備 えた認識

や意見、情報の類が、イ ンタ ビュー 中で語 られ てい

る。今 に して思えば 「夜郎 自大」 としか思 えぬ表現

も多々見受 け られ るが、当時 の 日本海軍士官 の平均

的な認識 で あったのか、それ とも 日本人 「シ ヴリア

ン イ ン タニー ス」 をエ ンター テイ ンす るた めで

あ ったのか は、俄 に判断 しかね る ところで ある。ち

なみ に、 「九.日 本 陸軍 と海 軍」が唯一ネガテ ィ ヴ

な表現が多い章で あ り、陸軍 と海軍 との角逐 が語 ら

れてい る(「...海 軍の者 は外国 との交際が多い の

で外 国人 と立 話で も して居 ると通 りがか りの陸軍

の者 は 「コラ毛唐 と何 を話 して ゐるか」と言ふ事 が

あ り毛唐 と言 ふ言葉 を知 ってゐ る外 人 は怒 り出 し

仲裁 に困る事す らある...」 とい う部分 な どは、海

軍士官の言葉 とは言 え、陸海軍 の体質 の差 を表 して

いて興味深い)。

　 本文の 「十.英 米軍 の欺隔」の中で は、中村末吉

氏 らを始 め とす る捕虜 たちについて語 られてお り、

そ こか ら 『大和櫻 』につながってゆ く。池 田が下線

を施 した部分で ある。

　 ...そ れ を獲見 した者 は我 々よ り先 にロー ズバー

ク郡此庭 に牧容されている九名の水兵達の中で東

京を去る七百浬の海上を監視 してゐた水艇か ら「東

京東北七百浬に敵母艦獲見」と報告が來てゐる(最

後の大和櫻 を見 よ)そ れ は四.月十 四 日の事 であるか

ら四月十八 日近 くへやって來た米国機 は此母艦か

らに違ないのである　 此母艦が十四 日東京から七

百浬の所であった とすれば東京爆撃はも う一 日後

位 に実行する筈だったのだが敵は日本の監視艇に

獲見 されたのでそれは撃沈 したもの ＼本隊に報告

が届いている事を察知 して特 に急いだのであろ一

そ して一 日爆撃を繰 り上げ十八 日に長 巨離爆撃機

十機を して東京に向は しめたもの と思ふ　や って

来た十機 の中で甲州に一機 と太平洋五機は確かに

落ちてゐる　幾人かの捕虜 もとってある　他の一

機 が九州方面を経て支那へ逃げた　そ して其他に

落ちた筈である　 だか ら東京 を爆撃 して全機無事



著書 ・訳書

蹄還 と言ふのは人を馬鹿に した報導である　勲章

を貰ったのは東京まで行かず途中か ら引返 した者

がデタラメの報告 をしてメダルにありついたのだ

だか ら米国側で発表 したものは我々の知 って居 る

事実 とは違 ってゐ るのである...〔(最 後の大和櫻 を

見よ)は 、 田中氏に よる注記 であ る=池 田〕

　今一 つ、 「五.日 本海軍 のフヰ リツ ピン爆 撃」 と

「六、日本 の潜水艦 」中にあ る 「基湾」について触

れ てお きたい。これが どこを指すのか についてはな

　かなか判断がつかず、防衛研究所 の北沢法 隆氏 に

ご教示 を仰いだ。日本海軍航空史編纂委員会(代 表

山本親雄)『 日本海軍航空史(4)戦 史編』時事通信

社、昭和44年(本 文772ペ ー ジ、イ ンデ ックス64

ページ)の 中で 関わ りのあ りそ うな数十 ケ所 に付箋

を付 けて頂いたが、結局、恐 らくは 「基湾」の 「基」

は、 「台湾」 の 「台」の 旧字体 「毫」の誤記 であっ

た ろ うとい う結論 に達 した ことを付 け加 えてお く。
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